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「愛郷一念」の政治人生
杵
き つ き

築市長（大分県）　八
や さ か

坂恭
きょうすけ

介
Kyosuke Yasaka

ま
し
た
が
、
親
戚
か
ら
「
伯
父
が
市
長
と
し
て

20
年
間
、
市
議
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
の
に
、
身
内
で
、
帰
省
間
も
な
い
人
間
が

立
候
補
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と
一い

っ
し
ゅ
う蹴

さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

時
期
到
来
を
待
ち
、
企
画
会
社
に
勤
務
し
な

が
ら
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
行
政
（
ま
ち
づ

く
り
）
に
つ
い
て
勉
強
す
る
傍
ら
、「
愛
郷
」
に

お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
商
工
会
青
年
部
活
動

を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
、
先
の
伯
父
夫
人
の
勧
め
も

あ
っ
て
、
市
議
選
に
立
候
補
が
叶
い
、
当
選
を

果
た
し
ま
す
。

　

市
議
と
し
て
、
ど

う
す
れ
ば
杵
築
市
を

メ
ジ
ャ
ー
に
で
き
る

か
を
命
題
に
、
青
年

会
議
所
を
設
立
。
当

時
の
平
松
大
分
県
知

事
が
提
唱
し
た
「
一

村
一
品
運
動
」
や
、

「
豊
の
国
づ
く
り
塾
」

な
ど
に
も
積
極
的
に

関
わ
り
、
人
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

当
選
以
来
、
定
例

市
議
会
後
に
『
８エ

イ
ト

マ

ン
』
と
い
う
議
会
報

を
発
行
し
て
い
ま
し

た
。
開
か
れ
た
自
治

体
、
住
民
参
画
を
狙
っ
た
も
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
市
政
を
細
や
か
に
説
明
し
、
問
題
点
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
始
め
た
も
の
で

す
。
功
を
奏
し
て
か
、
期
ご
と
に
得
票
が
増
え
、

市
長
選
立
候
補
の
お
誘
い
も
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
も
青
春
の
城
下
町

　

最
初
の
市
長
選
の
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
大

型
の
企
業
誘
致
が
決
ま
っ
た
折
で
、
行
政
の
安

定
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
、
見
送
り
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
の
話
が
進
む
平
成
14
年
の
市
長
選

挙
で
、「
世
代
交
代
」「
開
か
れ
た
行
政
」「
杵
築

市
を
売
り
出
す
」
を
掲
げ
、
支
持
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
市
内
全
域
で

進
め
、
市
民
の
9
割
以
上
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
一
体
感
、
市
の
出
来
事
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
週
2
回
更

新
と
、
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
行
政
に
お
い
て
は
、
き
も
の
が
似
合
う

歴
史
的
町
並
み
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内
の
文

化
財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
城
下
町

を
活
か
し
た
、「
観
月
祭
」（
城
下
町
一
帯
に
、

竹
の
灯と

う
ろ
う篭

を
並
べ
、
ろ
う
そ
く
を
灯
す
イ
ベ

ン
ト
）
や
、「
ひ
い
な
め
ぐ
り
」（
各
家
に
飾
っ

た
雛ひ

な

を
、
歩
い
て
回
る
風
習
を
イ
ベ
ン
ト
化
）

が
人
気
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
っ
た

人
脈
の
お
か
げ
で
、
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
使

わ
れ
る
な
ど
、
魅
力
発
信
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
業
の
自
立
を
目
指
し

て
、
観
光
協
会
を
民
営
化
、
そ
の
事
務
局
長
を

全
国
か
ら
公
募
し
、
活
性
化
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

不
景
気
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
人
口
が
こ

の
３
年
間
で
５
％
弱
減
少
し
ま
し
た
。
全
国

各
地
の
自
治
体
同
様
、
高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
増
進
と
財
政
健
全
化
も
大
き
な
課
題
で
す
。

私
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
訴
え
、
市
民
の

自
己
負
担
も
粘
り
強
く
説
明
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

杵
築
市
の
将
来
像
は
、「
歴
史
と
文
化
の
薫
り

高
き
豊
か
な
感
性
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」で
す
。
小

さ
い
な
が
ら
も
、
昔
の
よ
う
な
活
気
と
人
情
あ

ふ
れ
る
、
力
強
い
絆
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

愛
郷
の
城
下
町

　

大
分
県
国
東
半
島
の
付
け
根
に
あ
る
杵
築
市

は
、
江
戸
時
代
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
城
下
町

が
特
徴
で
す
。
南
北
に
細
長
く
延
び
た
高
台
に

武
家
屋
敷
が
並
び
、
谷
間
の
道
筋
に
商
家
が
立

ち
並
ぶ
、
日
本
唯
一（
!?
）の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
型

城
下
町
と
し
て「
九
州
豊
後
路
の
小
京
都
」を
称

し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
、
人
の
手
で
は

ぐ
く
ま
れ
た「
グ
ル
メ
」と
と
も
に
、
観
光
行
政

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
杵
築
」は
、
も
と
も
と「
木き

づ
き付

」と
表
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
幕
府
と
の
文
書

の
や
り
取
り
の
中
で「
杵き

つ
き築

」と
誤
記
さ
れ
、
風

波
を
立
て
ぬ
よ
う
に
と
そ
れ
が
定
着
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
０
０
年
前
、

１
７
１
２
年
の
こ
と
で
す
。

　

私
が
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
の
は
、
昭
和
20

年
。
敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
る
人
の
力
強
さ
や
、

田
舎
の
人
情
味
あ
る
住
民
の
一
体
感
を
目
の
当

た
り
に
し
て
育
ち
ま
し

た
。
町
の
に
ぎ
わ
い
も

あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

３
０
０
年
余
続
く
伝
統

の
「
天
神
祭
り
」
は
、
子

ど
も
の
時
分
か
ら
毎
年

の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

 

本
市
も
平
成
大
合
併
に

な
ら
い
、
平
成
17
年
、

1
市
1
町
1
村
が
合
併
。

新
市
と
し
て
の
一
体
感

の
醸
成
や
、
町
並
み
の

景
観
保
全
と
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

私
は
町
医
者
の
末
っ
子
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

曾
祖
父
は
、
明
治
の
町
村
制
時
、
今
は
杵
築
市

に
編
入
さ
れ
た
初
代
村
長
を
務
め
、
伯
父
（
父

の
長
兄
）・
八
坂
善
一
郎
も
戦
後
の
市
制
施
行

当
時
、
初
代
杵
築
市
長
で
し
た
。
伯
父
は
常
々
、

「
ど
ん
な
人
で
あ
れ
、
臆
す
る
事
は
な
い
。
裸

に
な
れ
ば
皆
、
同
じ
人
間
だ
よ
」
と
語
り
、
人

情
あ
ふ
れ
る
剛ご

う
き毅

な
人
柄
で
し
た
。
私
は
高
校

3
年
間
、
市
長
だ
っ
た
伯
父
宅
に
寄
宿
し
て
お

り
、
今
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
間
に
政
治
に
対
す

る
何
か
が
私
の
中
に
芽
吹
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
父
の
末
弟
・
加
藤
艮
六
が
、
昭
和

47
年
に
三
重
県
伊
勢
市
長
に
当
選
。
善
一
郎
は

自
民
党
の
タ
カ
派
で
し
た
が
、
こ
の
時
は
三
重

県
の
田
村
元
先
生
や
保
守
系
の
先
生
方
に
頭
を

下
げ
て
お
願
い
に
出
向

い
た
と
か
、「
日
の
丸
市

長
と
革
新
市
長
」の
題
材

で
、
当
時
の
週
刊
誌
で

騒
が
れ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
デ
ビ
ュ
ー

　

青
雲
の
志
を
胸
に
愛

郷
・
杵
築
を
離
れ
た
の

は
、
昭
和
39
年
3
月
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
し
た
。
私
の
18
番
、

梶
光
夫
さ
ん
の「
青
春
の

城
下
町
」が
発
売
さ
れ
た

の
も
こ
の
年
で
す
。

　

今
は
無
き
夜
行
列
車
「
高
千
穂
」
で
杵
築
駅

を
学
友
3
人
と
出
発
、
憧
れ
の
東
京
へ
。
運
良

く
日
本
大
学
法
学
部
に
入
学
。
学
生
時
代
は
演

劇
・
芝
居
に
明
け
暮
れ
た
、
正
に
遊
学
の
4
年

間
で
し
た
が
、
お
か
げ
で
日
本
各
地
に
学
友
、

知
友
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
の
美
容
学
校
で
昼
は
学
生
と

し
て
学
び
、
夜
は
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

社
会
人
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。
職
業
教
育
に
携
わ

る
中
で
、「
人
づ
く
り
の
基
本
は
故
郷
に
あ
り
」

と
実
感
。
昭
和
49
年
、
妻
と
子
ど
も
2
人
を
連

れ
て
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
、
杵
築
市
長
の
伯
父
が
引
退
。

翌
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
の
立
候
補
を
考
え

人気の観光スポット：酢屋の坂

300 余年続く天神祭り

杵築城とカブトガニの生息する守江湾

毎年仮装行列に参加する筆者（左）


